（見出し）
今年もよろしくお願い申し上げます。
福岡市手をつなぐ育成会保護者会　会長　下山　いわ子

コロナ感染の収束の目途が立たずに新年を迎えています。
コロナ禍、本当にみんな、がんばっています。
コロナ感染が怖くて、通所できずに退所した方。
障がい者支援施設（入所施設）では、帰省も面会も外出もままならず。
マスクもがんばってつける。どうしても着けられないときは、白い目で見られることも。
制限された生活続きで、ストレスがたまってさまざまな行動になってしまうことも。
保護者も疲れている。でも、外では笑顔で振る舞う。
事業所職員も感染防止に神経をすり減らしながら毎日の支援。
ご本人から「みんなと会えなくて寂しい。」との電話。
等々本当によく、がんばっています。
こんな状況だけれど、一人ではありません。
育成会は、いつも在ります。忘れないでください。
育成会保護者会は　何かを届けたい、届けようと思っています。

自分自身と　みんなに　拍手を送りましょう！
そして、粘り強く、三密を避け、手洗い、マスクを続けましょう！
早く、コロナが収束して、穏やかな楽しい日々となりますように

このような中、令和2年11月26日の西日本新聞朝刊の、当会の啓発活動「手をつなぐ応援隊」の福岡県警察学校での人権講座の記事を読まれた方から、警察とかかわった相談が数件ありました。
[bookmark: _Hlk60837774]そこで、今回は、障がい者110番の専任相談員　髙次美佳さんに寄稿をお願いして、障がいのある人が警察にかかわった事例や関係者へのアドバイス等を教えてもらいました。

(髙次さんの記事のあとでも、途中でも、下記の障がい者110番のお知らせを入れてください)
福岡市障がい者110番
障がい者の権利擁護にかかる相談や障がいを理由とする差別に関する相談に対応。無料。
　月曜～金曜（第2・第4木曜を除く）　9時00分～17時00分
　第2・第4木曜　12時00分～20時00分
（１）一般相談：常駐の相談員による相談（第３水曜 ピア相談員による相談）
（２）定期相談：弁護士（毎月第２・４木曜、13時～15時，要予約），精神保健福祉相談員（毎月第１水曜，15時～17時）による相談
その他休日は留守番電話､ファックス等で受付
　電話：092-738-0010　FAX：092-791-7687　E-mail：shougai110@c-fukushin.or.jp
　　　　　　　　　　　　

